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科学技術基礎論大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○エナクションの現象学：身体的行為としての事物知覚と他者知覚
○反個人主義的共同行為論―間主観的な行為者性
○清国における軍事技術政策の変容：1860 年～ 1894 年
○知覚経験の概念性と非概念性
○記憶と因果―哲学的ならびに経験的検討
○Julius Caesar Scaliger, Reformer of Renaissance Aristotelianism: A Study of Exotericae 

Exercitationes
○ファラデーの電磁気学研究における力・力能・粒子
○超越論的な生命の哲学―ハイデガーにおける形而上学の可能性―
◯『ニコマコス倫理学』におけるアリストテレス道徳教育論の哲学的基礎
◯義務と超義務―高負担免除テーゼ，契約論，リバタリアニズム―
◯道徳的直観のメカニズム
◯イブン・スィーナーの『医学の詩』と中世アラビア医学の変容
◯清末中国と明治期の日本における西洋数学の受容
○実在論と知識の自然化―自然種の一般理論を中心とする哲学的自然主義の体系―
◯ソヴィエト連邦における物理学哲学論争
◯分子系統学における進化と種の概念―パラダイムシフト説の批判的検討―

▼担当教員と専門分野
石原　孝二（科学技術哲学）
岡本　拓司（科学技術史）

信原　幸弘（科学哲学）
野矢　茂樹（科学哲学）［兼担］

橋本　毅彦（科学技術史）
廣野　喜幸（生命論）

今日の自然科学，そして科学と結びついた現代技術の発展には目覚
ましいものがあり，科学技術は現代文明の中心的位置を占めるととも
に，人間社会に豊かさをもたらしてくれた．その一方で，豊かさの代
償として地球規模の環境問題や資源枯渇問題がもたらされ，また，高
度な医療技術の発達により生命倫理の問題も引き起こされている．
このような科学技術の進展も，人間の営みである以上，歴史的，社

会的，思想的背景を反映したものであり，それらの背景を考察するこ
とは，今日大きな影響力をもつ科学技術の現状と将来を考察していく
上で不可欠な知見と視点を提供してくれるだろう．このような理念の
下で，本大講座では，内外の科学技術の歴史的遺産を学びながら，そ
の哲学的・社会学的考察を深めていこうとする．専任スタッフの研究
内容は，自然科学・技術・医療の歴史，東西文明における古代・中世
の科学思想史，近代科学の形成と展開，近世近代日本における科学と
技術の歴史的発展，現代社会における科学・技術・医療をめぐる諸問題，
科学的技術的活動における理論と実践の役割，人工知能や脳科学に見
出される心身問題と倫理問題などである．これらの研究内容を専門と
する専任スタッフを中軸に，他大講座の自然科学者，総合文化研究科
他専攻の人文科学者・社会科学者，そして学内外の関連専門分野の研
究者の協力を得ながら，学際的な教育と研究がなされている．また本
大講座は，科学史・科学哲学・科学社会学・技術論などの専門的研究
者を養成するだけでなく，すでに実社会の経験をもつ社会人や，アジ
アをはじめとする海外からの留学生を受け入れ教育する，社会に開か
れた研究教育の場となっている．

近代解剖学の父アンドレアス・ヴェサリウスによって
出版された『人体の構造について』（1543）のタイトル
ページに描かれた図．ヴェサリウスによる解剖学の講
義の様子が描かれている．2011年度には，ケンブリッ
ジ大学の楠川幸子講師により，近代初期の科学史に関
する講義と，このような図像に関する講演をして頂い
た．


